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東京における 繁華街の

都市地理学的考察

今 朝 澗 重 美

ここに繁華街とは、ジヨツピングセンタ ー と ア：：：ユーズメント センタ ーとを兼ねたもので、 • その

実態は都市の規模や性格を大きく反映するはすであります。この報告は「東京」におきま して、繁

華街が如何ような実態を示しているか、又それは、どのような意味を持つものであるか、について

考察を試みたものであります。

磯村教授は、デバー ト、商店街、映画館、旅館の4要素が揃っている場所を、繁華街と考えてお

られますが、私は、「充実した商店街」と「大衆的娯楽施設」が揃つている場所を繁華街と考えま‘、

した。所で「東京都商店街連合会」の意見によますと、「so店以上の商店の集まったもの」を、

充実した商店街と認めると言います。又娯楽施設としては、都調査の「娯楽施設利用人員、月平均

数 (S:J.7)」によりますと、「映画館」が約750万人中の？3%弱をも占めております。それで、

「一館以上の映画館を伴う 、so店以上からなる商店街」を、繁華街の最低条件としました。これ

に該当するものは、S、3I 年度には都内に ／5 6を数え、まづその分布図を作りました。所でこ
註(1)(2) 

の IS6地区のうち、67は「大デパート」と「高級映画館」を伴う、いわば大繁華街でありまし

て、それは、「新橋銀座有楽町から京橋日本捨に到る一連の地区」、「浅草」、「新宿」、「渋谷」
註(3炉

「池袋」、「上野」の 6地区であります。今この 6地区を他の繁華街と比較しますと、 ‘ Iに、揺

成要素のバライテーが著しく大きく、かつ各要素とも極めて高級な心のから、大衆的なものに到る

まで、 広い巾を持つていること。 ~:J.Iこ 、 繁華街そのものが、 一般商店を主とする地区と 、 娯楽享
楽地区および喫茶飲食店地区に分化すると共に、更に夫々が高級な地区と、大衆的な地区に分かれ

ていること。牙3にメインストリート以外の発達が殊に著しいため、線状のものは横巾を、魂状の

ものは半径を増し、いすれも平面形態は大形になりますが、更に2階以上の商店が激増するため、

立体性が顕著になります。以上の諸点から、この 6地区を他の群Ij潔濁淮訟ヽら区別して、東京の代

表的繁華街と致しました。以下、大繁華街群と群小沫華街群に分けて述べることに致します。 ．

註(1)東京の範囲を考える時に次の 3つの場合がある。 (1)首都としての機能をはたしている、ほゞ

旧市内に当る地域、(2)旧市内と郊外の新市域を合はせた。現在の市内;J,3区の全域、(3)衛星

都市までを含めた範囲。本論文では牙ェの立場をとった。
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先づ6大繁華街群は、その地理的位置からみて、江戸時代から既に都心部或は市街地に位置して

いた事が、当局の諸政策や都市計画と相待って、繁華街自身、独特の魁切、味合いを培かうまでに

到った。「銀座日本橋地区」および「浅草」、大震災以後、多くの究洲、電鉄のタ ーミナルといふ、

交通上恵まれた位臆にあることが、飛躇的発展をもたらした。「新宿」、「渋谷」、「池袋」、比

較的小規模ながら、両者の場合を兼ねた「上野」、3群に分けられます。所で繁華街の個性は、そ

こに集まる人間層と密接な関係があり、この関係は更に繁華街の措成要素の上に、大きく反映して

いると考えられますので、商店街や映画館について次の作業を行ないました。

（沖 I表）はT、3年からS、3;J.年に到る間の「 6大繁華街における映画館の分類表」で、

（沖ユ表）は更にS3“年度の実態の詳細を示したものであります。又（沖3表）は本年度デバー

トの分類表でありますが、等れも分類の基準と は「表」の（註）に示めしてあります。（沖l/-

表）は、メインストリ ートの各商店について、繁華街の質を示す指標となる諸事項を調査し、その

結果をまとめてあります。即ち、「シヨ ーウインド」は、各自の商店に対しましては言うまでもな

く、特に繁華紺全体にも豪華さを与えるものでありますが、この場合は店の規模や質が問題になり

ますので、参考までに、「売場面稜」と従業員数の平均を付け加えました。次の「特価、割引」等

註(2)繁華街地区決定の方法は、先づ「 S、30年度、都商店街連合会名締」、「都特別都市計画

図」及び実地調査によって「 so店以上の商業地区分布図」を作成し、それに「映画年鑑」

を使用してS3 I年度全映画館“I;;,の位殴を記入した。また槃華街の範囲を考える場合、

非商業地域の中に島状に形成されている場合には問題はないが、街道に沿つて長く連続して

いる場合は、実地調査の結果、映画館のある附近が、多くの場合、喫茶飲食店類が集中し、

比較的繁華になっていることを認めたので、この部分を中心に適当の長さで切った。また緑

辺の部分が入手状に伸びている場合は、商店の規模や質、人の流動状態などを参考に適宜の

場所で切り、 一地区の範囲を決めた。

臣3)発生的には「銀座地区」と「日本橋地区」は別個に形成されたものであるが、近年東京八重

洲口の完成に伴う京橋地区の急激な発展により 、一続きの槃華街と考えても差しつかえない

と考える。又各種交通機関の便が極めてよく、距離の開きも容易に解決されている。

註(4)「大デペート」はまづ繁華街において「ジョクピング七ンター」として重要な意味をもつて

いる。その販売力をみると、例えば「渋谷東横」の/B平均売上高約3千万円は、道玄坂全

商店のそれに匹敵している。また文化的催物類や屋上遊園施設、高級品の陳列などア：：：ユー

ズメントセンターとしての貢献も大きい。

また「高級映画館」についてみると、現在封切した映画は、洋画ロ ードシヨウは Iヶ月以内

に一般封切館で、一般封切のものは和洋ともにユ週間後には「セカンド館」で上映されてい

るのであるから、高級館は一部の観覧者を対照としている。言はゞ贅沢なものである。従つ

て「大デバート」同様、特に多くの人の集中する場所に設けられることが、最も有利な条件

と言える。
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（沖 ／表） 大正3年より昭和3a年に到る6大繁華街の映画館分類表
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（註） I. 邦画は一般、洋画は知識階層、青壮年層を主な対象とし、＝ユース館は人口流

動の大きい所に設搬される。

よ ／級館（高扱館）は定席 ／000名程度以上封切館で施設完備、2級館は定席

600名程度以上c;0 0前後、 3級館は定席soo名程度以下主として大衆料金

のもの、＝ユース短篇物専門館を含くむ。

3. 痴画館／館開館のための背景人口は東京で約／． a万、京都で/.6万、東北地方
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.'(・沖●表}•昭和3 . .:1.年 6、大繁華街における映画館分類表．．，
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（註）

(1)映画の上映には 9本上映と2本または3本上映がある。特に名画 ／本上映館の客層は、洋

画、一ユース館の場合に類似している。

(2)洋画ロードジヨウ専門館はS、3 I年までは9館全部が銀座日本橋地区にあった。

（773表）昭和3:2.年6大繁華街におけるデ．ペート分類表

総数
ターミナル タ ーミナ ルデバ ー ター：：：ナルデパ
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規模 大 小 大 小 、大 小
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（註）

(1)「ターミナルデバートに準する もの 」とは直接駅には直結していないが、位既がタ:....ミナ

ル繁苧街にあるもの。

(2)小デバートとは3陪以下で実用品、食料品を主として取扱い主に大デバー・卜の支店である

• もの。

(3)デパートの規模（大、小）および稲類（ターミナルD、非ターミナルD)はデペートの質

と大きな関係がある。次の表は都市主要デパートについてその差述の一端を示したもので

ある。

・※（次頁え）
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※ (SSI.K'現在、増築未完成の部分は含くまない）
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~l) 広告を掲げる方法は、 高級な商店ではます普段は行なはないものであります。このほか、 全国的

に名の通った商店の有無、「銀座日本橋地区」に出しても見劣りがしないと判断した店の数、一店

で I、引賭とも売場として使用している店の数等、調査致しました。なお以上の応か、各繁華街の

実態調査図を作成致しました。以下6大繁華街を、各群別にのべて参ります。

炉に、「銀座日本椿地区」と「浅草」について。 T、 3 年、「浅草」 iま市内映画館の ~tこ替息
鱈 'IS館を集め、これに「芝居寄席」を合せた、a3の施設は、当時東京最大の ミューズメント七

ンターを形成、S、/ 7年においても、「浅草」の「 :iI映画館」に比河しうる場所は、他にあり

ませんでした。 一方、「デバート」については、T、3年日本揺には既に「三越」、「白木屋」、．

「高島屋」の大デパートが開かれておりましたが、「浅草」にはまだー店もなく 、S、4年に到つ

て、やうやく「浅草松屋」が開店致しました。所がその時、「銀座日本楼」地区には、既に「松坂

器」、「松屋」が加り、更にS、6年には「銀座三越」が新設されました。このことは、「浅草」

の揆能が、ジョッピング七ンター以外にあること、および、大繁華街として、一つの弱点をもつて

いることを意味しております。所で現状をみますと、「銀座日本橋地区」が、映画館C3 ~)、デ

パート(II)を擁し、都内、更に日本最大の集中を誇つておりますのに対して、「浅草」は依然、

映画館C;1, I）、デバート(/)をもつにすぎす、規模の開きは誠に顕著であります。次に性格や

質の面を比較考察致します。先づ映画館について観察しますと、(I)銀座日本橋地区は、洋画館
a 

と＝ユース館が全体のーでC.i3)館をしめ、又高級館が(/6)館で「半数」弱、このうちC'i)
3 

啓Jは洋画館でありますが、「浅草」では、洋画、邦画共に半々の普通の比率で、高級館も C8')館

にすぎません。 C.;i,)前者では都内のロー ドシヨウCJI）館中C'i)館を集め、特月il高級料金制

をとる館がC/I/）もありますが、後者では只C')館であります。 c3) 3級館でも、前者の場
合は名画 ／本上映館お→よび＝ユース館でありますが、後者古ま全部 2本上映館で、＝ユース館はあ

りません。以上の差違は演劇方面でも同様で、「銀座日本橋地区」に高級劇場のほとんどが集まつ

ておりますのに対して、「浅草」では国際劇場の外、等れも低料金の大衆劇場のみであります。．次

に「デパート」につ¥,ヽ；てみますと、「銀座日本橋地区」は、都内大デペートの半数以上をもち、こ

れらは皆、厚い信用と独自の魅力を持つことによって、ターミ ナルデペートを越えて顧客を吸引し

ており 、商品の稲類ゃ質に対する重点の既き方、陳列や装飾の方法、諸施設や催物類は、例え売上

高の上では「ターミ ナルデパート 」に及ばなくても、絶対的な優位を誇つております。更に（牙“

表）によって商店街をみましても、銀座の高級店に相当するような店は、他のcs)大繁華街には

極めて少なく 、殊に「浅草」には、・一店も見当りませんし、又全日本に名の通つている店は、「銀

座日本橋地区」のみに集中しております。又「ショーウインドウ」を持たぬ店も、「特価割引販売」

を行なっている店も、「銀座」では共にC3)％以下で、これも、翰入食料品店と、払下夕必狂証与

で、寺門店ではありません。 一方「浅草」では両項目とも 地ヽ区中最も多く、 l/-0％以上を占めて

おります。また、大商会の「ジョールーム」も「銀座日本橋地区」だけにしかみられぬこと d 引踏

建およびそれ以上の商店が多いこと、 殊に常設の美術館、画廊などを繁華街のなかにもっているこ
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となども「銀座日本橋地区」以外にはみられぬこ と。以上観察の結果は、「銀座日本橋地区」は近

‘代的であり 、高級であり、「浅草」は最も大衆性が顕著であること、更に「銀座日本橋地区」に比

肩し得る繁華街は、他に存在しないことを、明白に示めしております。 ・

矛ユに、「新宿」、「渋谷」 、「池袋」について。

この3繁華街の後背地は、質的に異るところはありませんが、その住宅地としての開発に遅速が

ありました為、「新宿」が最も進み、「池袋」が最もおくれております。先づ「映画館」について

観察致しますと、 (I) 3地区とも飛躍的に増加を行い、現在既に「新宿」は「浅草」を凌ぎ、

「渋谷」「池袋」は「浅草」と伯中する状態になっております。（沖S表）は、その分布および、

増加の状態を示したものでありますが、 3繁華街いすれも数ケ所に群を作っております。実はこれ

らの繋華街は、かような映画館群を新しい核として、漸次発展していたのであります。 (2) 3地

区いすれも＝ユース館をもつておりますが、「新宿」、「渋谷」は洋画館の比率が高く 、「池袋」

（牙S表 ） 「新宿」「渋谷」「池袋」における映画館群、及び館数の増加表。

新 宿 渋 谷 池 袋

年度 T.11/-S./7 S.sュ T./f/. SJ7|s.32 T.l'I-S.n s.3 
映画館群数 2 a s a ム 4 a 3 5 

映画館数 “ 
/6 33 l/- 7 aI a 7 a 

新宿3丁目 a g /0 百 軒店 3 3 3 池袋一 I I/- 6. 

角筈 9丁目 a ？ /0 道 玄坂 I a 

“ 池袋 西口 I a 8 場所
歌舞伎町

゜゜
II 神営通栄通

゜
3 8 池袋 東ロ

゜
I 8 

館数
駅東

゜゜
I 上通 二

゜
I 6 雑司谷五 ・o 

゜
ロ a 

駅西 ロ

゜゜
I 池袋西駅前

゜゚
I 

c註）映画館が増加する場合既存映画館群を充実して行く一方新たな映画館群を作ってゆく。
これが繁華街の発達拡張の大きな原因動機となる。

註(1)「日本橋地区」は幕府により 5街道の起点に位臨する江戸綬大のショツビングセンターと し

て建設され、 「銀座地区」は明治政府により 、 近代日本のシンポルとして、• 最始の洋風街路

の設計が行はれた。また「浅草」は既に「浅草観音」の門前町であったのが、幕府の風規緊

縮政策の度に、遊廓、芝居小屋などが集められ、一大アミユーズメン トセンターが形成され

てきた。元来東京の古い繁華街は、人形町における水天宮｀上野における寃永寺、神田にお

ける神田明神、1門前仲町における深川不動等々 ・・・・・ 、発生時、社寺との関係の深かったも

のが多かったが、現在なおこの関係を持続させているものは、・「浅草」のみといつてよい。

このような発生当時の伝統は、両繁華街において現在なお生きている。

註(2)T、3 年、まだ映画館は観覧施設の約3S％にすぎナ、昔からの芝居、寄席が大きな意味を

もつていた。 S、3｛年と比較したのが次の表である。

疇館 I芝居I寄席
T、 3
． 
S、30

“7 

“'a 
I
-
8
 

ュ 68 

7 

ス トリツプ

゜g. 
（東京市内）
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は和洋半々の率であります。 (3) 「新宿」が最も高級館が多く、「渋谷」「池袋」より館数はや

立少なくとも、高級館は「池袋」の 2倍以上であります。 (I/-) 「池袋」は3級館が約半数を占め、

然も「新宿」、「渋谷」の3級館が大半 9本上映の名画館でありますのに対して、「池袋」は全部

2本上映館で、施設も劣つております。 (S)封切料金も、「池袋」だけでは他の繁華街よりも安

くなっております。以上の諸事実は「新宿」と「渋谷」の差よりも、これらと「、池袋」との差が大

きいことを示していると考えます。

荻に（牙“表）によって、商店街の比較を致しましても、3繁翠街の質的差違は明瞭であります

が、特に「池袋」の店のシヨ ーウインドウには、前面の一部分だけに「ガラス」を使用した粗末な

ものが多く、「新宿」や「渋谷」にみる程度の豪華なものが極めて少ないことが目立つております。

又「新宿」が侵位にありますことは、（矛6表）に示しましたように、名店老舗の支店数が、銀座

に次いで多いことによつても、明らかであります。

C牙6表） 6大繁華街における支店の数および本店の位置(SaI. 8') 

- 数 本店の所在地および数

銀座 l/-0 銀座（／の 神田句浅草(3)上野(3)人形町(2)日本揺（／滴濯思I)赤坂り麻布（／）高橋(/)
＇ 

浅草 /6 浅草(10)上野（ユ）神田(a)人形町(/)日本橋{/)

新宿 ao 銀座(/) 日本梱化）神田(a)人形町（／）上野(:J.,)浅草（ユ）新宿り渋谷（ユ）目黒（／）

渋谷 3 銀座（:i) 渋谷(/) t 

池袋 71銀座（；） 渋如）人形如）上野0
上野 ！8|銀犀） 高配）上顆a)神田（ユ）人形町(/)

註／．デバートの名店街老舗街のれん街は含くまない。

ユ銀座の店は出来るだけ銀座内に支店を出すことを望む又浅草以外の大繁華街には

出している。

* 3に、．「上野」についてd
「上野公園」、「東、北部の灯冽住宅地帯」、更に「北日本」 と、複雑な後背地を持つ上野は、

繁華街としての発生は古いが大繁華街を形成いたしましたのは、極めて新らしく 、高級映画館を含

くむ増設をみましたのは、S.J.S年以降のことであります。いまその内容をみますと、全館の比率

は和洋半々、又高級館も少なく、 一方、「寄席、演芸場」 aっを、未だに存続させております事と

相待って、「浅草的性格」を示しております。しかしこれは又、ターミナル的性格を示す。＝ユー

ス館(J,)をも含くんでおります。次に商店街をみますと、「上野広小路」の両側に、一性格の異な

る3列の地区があります。 ?f,I列は、 西側の、江戸時代からの名店、老舗や、比較的高級な「料理

喫茶店」等の並ぶ、小規模ながら、日本橋附近を思しませる地区、矛ユ列は、 東側の大衆的性格の涵

い地区で、両地区の対岡ま（矛“表）からはつきり読みとれると思います。牙3列は、この裏通り

にある、戦後の「ャ：：：市」から転じた、雑然たる「おろし屋兼小売店街」で、これは「東京駅名店

街」と全く対照的に、安い田舎向土産物品を専門に販売しております「上野デパート」の存在と共

_,ヽー



に、「北の玄関」としての一面をよ く語っているものと思います。

以上 6大繁華街の性格について考察致しましたが、いまその実態を発展史的tこみますると＼免に

も角にも繁華街がそこに集中する人の数に依存しております以上、交通機関との関係が極めて密接

であることは言ふまでもありません。即ち、まだ東京が主にi日市内に限られていました時代には、

大繁華街は、市電の便もよい「銀座日本橋地区」と「浅草」だけでよかったのですが、擬災以後、

現在に到るまでの厖大な人口増加が、灯外交通機関の充実発展を背景に、その沿線を中心に行なは

れ、又近年は衛晶都市も増加して参りました>め、直接これを背景に形成されましたタ ーミナル繁

華街群は、一つには都心繁華街の代用地として、二つには日常生活上の必要をみたす場所として、

規模的にも、質的にも、急速度に発展をとげて参りました。これは最近、「名古屋」、「福岡」な

どにおいて、駅前の繁華街が目覚ましい発展をみせておりますこと、更に「銀座日本揺地区」のよ

うな都1じ繁華街におきましても、現在、発展の中心が主として「東京駅八重洲口」、「有楽町」、

「新橋」などの駅前附近にありますこと、理を同じくするものであります。しかし、ターミナル繁

華街群の発展の場合には、一つの限界があるようで、前述の諸調査の結果からも分かり ますように、

いすれも「銀座日本橋地区」的方向に向つて、漸次進みつ刈まありますけれども、「高級性」の程

度におきましてiむ画然とした開きがあります。こ，，，に全東京、さらに全日本を後背地としている

「銀座日本橋地区」の優位性がありますわけで、この繁華街のもつている新旧の高扱的要素も、歴

史的に育成されてきたものでありまして、新興の繁華街には容易には形成されえないものでありま

す。従つて、「新宿」その他にみられます名店老舗の類は、いすれも、都心繁革街または旧市内に

本店を持つている店の支店か、デパート内にあります「のれん街、名店街、老舗街」であります。

この点、「銀座日本橋地区」 と「新宿」、「渋谷」、「池袋」との間には、本質的差違があると言

えましよう。又「浅草」のように、ジョッピングセンターとしての高級性も乏しく、交通槻関の中

で、最も利用度の高い国電の沿線からはすれ、．更にタ ーミ ナルとしても小規模な繁華街は、他の交

通便利な位置に形成されております繁華街群が、充実発展すればする程、アミユーズメント的要求

もそこで滴たされうる面が多くなりますわけで、例えば「浅草」の映画館の増加が、震災後ほとん

ど停止しております事実や、小林一三氏が、「浅草」と「江東方面」との中間にあり 、交通の便に

恵まれております「錦糸町」駅前に「江東楽天地」を経営し、浅草えの客をこヽで吸収いたしまし

たことの箸眼のよさなどは、「浅草」の地理的位置のもつ点をよく語っている ものと考えます。こ

の点、 2重のタ ーミナル位證しております「上野」の場合は、後背地とする梵汐団地域の開発は、戦後

から本格的軌道にのつたばかりでありますし、また「玄関」と云う言葉が、こ汀まどぴつたり致し

ます場所はほかにはなく 、かなり恵まれていると言えましよう。

次に群小繁華街群について申し上げます。 • これは数祉も厖大でありますし、 また規模や性格など

をみましても個別差が著じるしいため、明確な分類の碁準を見出すことは掻めて困難と考えま した

ので、試案として、椙成要素、分化の状態および、形態などを綜合致しまして、次の 3階級に分類

してみました。いま前にのべました6地区を「9級繁華街」としますと、「ユ扱繁華街」は＇、「小
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デパー ト」と「高級館」の両方、または一方をそなえたものか、或は2扱以下の映画館でも、著し

＜館数の多いもので、地区の分化および、「メインストリ ート」以外の部分の発達が相当進んでい

るものをえらびました；これに該当いたしますものは、「五反田」、「大井町」、「大森」、 「蒲

田」、「錦糸町」、「神田」、「人形町」の 7地区で、その位殴は、いすれも京浜から下町に到る

商工業地帯の中にあります。しかしこのうち、「五反田」 、「大井町」、「大森」、「蒲田」は、

更に灯外住宅地として最も早く開けた西南台地面を、直接背後にひかえるか、又は此れを貫ぬく電

鉄のター ミナルに当り、「江東橋錦糸町駅前」は映画館 ／0を中心に各種の娯楽施設を網羅してお

ります江東楽天地を、「神田」は学校群を「人形町」は伝統的な大問屋街群を背景としております

ように、かなりロ ーカルにはなりますがなおいすれも地元以外の後背地をもっているのが特長であ

ります。次に「3級」と「“級」の繁華街は、「デバート」も「高級館」も持たぬものであります

が、「3級槃華街」は、地区の分化が一応行な｛まれ、メインスト リート以外の部分の発逹も、或程

度進んでおります。これに該当するものには、「中野」、「荻窪」、「武蔵小山」、「自由ガ丘」等

のように、開発の早い西南台地面や中央線沿線の駅前に発達したもの、「北千住」、「赤羽」、

「王子」等のように、旧宿駅で工業地帯内の駅前に発逹したもの、更に「麻布十番」、「神楽坂」

等のように、古い伝統をもつ繁華街等があります。「“級築華街」は、繁華街の最低条件をみたし

ている程度のもので、まだ地区の分化は行なわれす、メインスト リート以外の発逹も極めて貧弱で

あります。これらは、旧市内で市内電車の便のよい所に位置しているものと、 灯外電鉄の駅前に形

成されているものとあり、いすれも、せまい範囲を背景としているものであります。今、T3、TIii-、
註

S/7各年度の繁華街分布図を作成してみますと、旧市内のものは、ほとんど歴災前からすでに存

在しており 、新市域のものは震災後加速度的に形成増加を行なったものでありま して、現在みられ

ます分布の租密rt、住宅地としての開発が、西南部から西北部、更に東北部、東部えと5漸次左廼

りに進められたことを大含 く反映している と考えます。

最後に、人口数の異なる他の都市における繁華街の規模を、東京の級別繁華街の夫々に対比せし

めてみま した。ところで東京の場合には、人間の層や生活程度におきまして、 地方都市に比し上下

註、繁華街決定の方法は、当時の商店街名簿がないため、陸測の地形図を参考に、各時期の商業

地区分布図を作成、これに全映画館の位置を記入、 更に文献を参照して繁華街の位置を決め

た。なおこれに よって、現 j,3区の範囲内における全繁華街の増加状況をみると次表の如く

であります。たゞT、3 年新市域の 1地区は、．旧宿駅か社寺と関係の深い古くからのもので、

東京の一部として形成されたものではありません。 • 

T.3 T. II/- T. /7 S. 3 I 

旧市 内 33 36 3ヽ 33 

新市内

＂ “8 73 /;1,3 

計 4ユ 8'I- /0'1 /S6 
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布低の巾が著しく 大きいため、繁華街の網成要素の内容に地方ではない高級なものが存在しており

ますし、また地方都市の繁華街は、都市周辺の地域からの来集者をも多数、対照としております関

係上、むしろ、「ショ ッピングセンター」的機能が大きい傾向があります。例えば八代市 (6.'l万）

は、やゞ大きな「小デパート 」I.映画館3熊本市(.:1.ね万）は、「大デパート」ユ「小デパート」

可「麟館」 I0と、都心繁華街におけるア ミューズメン・ト的要素が、東京の場合に くらべま して

かなり貧弱なように思はれます。従つて、内容の差違よりも規模の程度に重点をおき大まかな対比

を行なう ことに致しました。

ます最小の都市である、人口 1万前後の「町」のもつ繁華街をみますと、これは「東京」の l/-級

程度のものに相当致します。これがS万前後の「4濯5市」になりますと、3級程度のものをもつよ

うになりますが、 I O万前後から l/-0万程度の、いわゆる県庁所在地級の大、中都市になりますと、

a級ないしは「池袋」程度の I級繁華街に準するものが、都心に形成されます筏か、l/-扱程度の小

繁華街が、一、二釈前などに作られております。しかし、 大工業地帯を背後にひかえております

「福岡市」 Cl/-9.3万）は、「大デパート」 2に対して「映画館」 ia、北海道の首都「札幌市」

(3 7.'1万）は、「大デバート」aに対して「映画館」 :i,0と、 アミユーズメン ト的要素が、かなり

増加し、繁華街も殊に「福岡市」の場合は、「新宿」に準する程度のものを形成しております。

ところで、更に ／00万以上の、いわゆる ／00万都市になりますと、都心の大繁華街はかなり

高級的要素を増し、例えば「京都」の「河原町通り」や「四条通り」、「大阪」の「心斉僑筋」な

どのように、小規模ではありますが「銀座日本橋地区」的性格を、ーしまつきりと現はしてくるように

なります。 （-3t7表 ）は、 /00万都市における繁華街の一覧表でありますが、これをみますと、

(/) 「京都」、「名古展」の場合には、都心に 1つ大繁華街が形成されているだけで、それけ

「タ ーミナル」的性格はもつていない。（ユ）「大阪」に到り始めて3つの大繁華街が形成されて

含ますが、いすれも「ターミ ナル」的性格を持つている。 (3) 「梅田」を除いたほか、いすれも

都市

京都

名古屋

大阪

東京

（矛7表）「東京」「大阪」「名古屋」「京都」の各都市における繁華街一覧表

（昭和3I年8月現在）

人口万 大繁華街所在地 デペート数 映画館数C )内 クー ミナルに
高級 当るもの

“゚s新京極河原町通四条通 a（大） :!.3 C'') 
／ユ訟 広小路大須 a（大） :if?(o) 

心斉橋道頓堀4日前難波 f/.（大） 2 7(/3) 難波
•—, , r --•• 一， 9 -・ --・・ ------.. - - —, —--•------芯 梅田 :ic大／．小／．） 1/(S)- 梅田
ー・・-------・ ----— ー・ ， -------・--.... 
新世界天王寺阿倍野 I（大） IK'(S) 天王子阿倍野

銀座日本橋 7（大7.Ij辺） 33(/6) 
-— ， 幽一・~ー・ 』 9. , ． - ー，—-一 —— , --- -- トーー一----. 
浅草 I（大） .20(8') 
----------- ••·---- · ー・ ， “ ＇ - - 1 , ——,, . 

716. 

--新--宿-----『・一＇l3ユl四（（大さ大よ)）三＿小t＿)［I -―竺3玩1/3((1豆2応,)) ＿ ― 
新宿

ト—--- ---

・--渋池--谷袋-- • → - 9 

渋谷—, • 9 9 9 9 9 9 

池袋
1,  9 9 9 --”--

上 野 上野

-I'1— 

lj燦華街数

約30

約38 

約87

/57 



発生` ．性格を異にする繁華街が結びついて、いはゞ「複合大繁華街」をつくつている。（'1-)小緊

華の数がかなり増大している。 以上の諸点が注目されますが、今改めて「東京」における繁華街の

実体を振り返えつてみますと、東京のように「異なった性格をもっ大繁華街を多数形成しており」

また「Ij潔華街群の発達も顕著」な都市は、他に類例がありません。このこ とは実に「首都」と し

ての「東京」の巨大さと複雑さに基すく結果であると考えます。

秋田県鹿角盆地の農業地理学的研究

石 J 11 雄 造

ヽ 序

東北地方は一般に日本農業の発逹過程において立ちおくれた地方とされている。この立ちおくれ

た東北地方の北部に位筐する鹿角盆地は、米代川の上流部にある山間盆地であって、自然条件にも

恵まれていない。気温も県内では最低であり、長期間稜雪もある。土地条件は悪く 、排水不良地や

鉱害地もあって土地利用J-:甚だ不利である。

以上のような劣悪な諸条件の中にあって、鹿角盆地の農業がいかなる発達をとげてきたかを考察

→する為に、経営規模、土地所有の変化、反収や作付面稜の変助、農業技術の発展状況について検討

し、さらに農村変貌の突態を明らかにする為に、臨時農業基本調査を利用し、盆地内を 6つの型に

大別し、その Iつの型である平地農村の水田単作地たる鏡田部落を選定し、農業経営の変速につい

て考察することとした。

鹿角盆地の腿業地域の考察

(1) 農家経営規模と土地所有の変化

戦後における農業基廃桐造について基幹的役割を演じたのはいうまでもなく農地改革である。こ

こでは殷地改革の本質的な意義はさておいて、農地改革によって腿家戸致および経営規模がいかに

変化したかを考察する。

農家戸数は戦前よ り戦後に増加しており、沖 ／表はその変化を示した
牙 ／表鹿角郡の胆家数

ものである。このよう！口農家戸数が戦前より戦後に増大したこ とは全国 徊和＼懇打総数

的な現象であるが、農家戸数の増加の中にあって、その経営規模別はい

かに変化したかを考えることは重要である。

そこで、農地改革荊という意味で昭和:lI年、改革後を同 ;I,s年とし

て、各年次における経営規模を整理したのが牙出表である。この表を検

討してます気が付くことは、 1町歩を境にして、，I旧町以下の零細股が増

-a0-

/ 7年＇知 6 l/-1戸

I'i'年 '1:6 3 I// 

.:I. I年 '1:7. / 0// 

a 2年 Ilf:F:' 

a 5年 II S.0 #r // 
4 ., ... 

秋田統計年鑑


